
【地域住民からみた地域の状況】

地
区
の
強
み

・行事が多く、子どもが積極的に参加しており近所の繋がりがある
・春祭りや秋祭りを、（井門・森松・南高井）各地区で行っている
・重信川の河川敷でスポーツや花壇、ウォーキング、サイクリングなどが楽しめる
・サロン活動に参加する高齢者が元気
・水が豊富で松山市の上水道の水源の一つがある
・交通の要衝で高速道路、松山インターがある

地
区
の
弱
み

・高齢化が進んでいる 若年層の流出が多い
・地区によっては公共交通機関での移動手段が少ない
・行事は多いが参加者が少ない（若い世代、男性）
・子ども減少のため、行事が出来なくなっている
・地域によっては高齢者が歩いて行ける距離にスーパーがない
・水害の可能性（内水氾濫を含む）が高いが、水害時に避難できる高台が無い

地
域
が
抱
え
る

福
祉
課
題

・高齢化（地区の世話人等の高齢化、後継者問題）
・公共施設の老朽化、高齢者が公民館の２階に上がれない（エレベーター希望）
・老々介護、老人性うつ病の増加、高齢者の独居世帯の増加⇒孤独死の不安
・公共交通機関が少ない、ループバスを充実させて欲しい
・核家族化している、子どもが外で遊ばなくなっている
・空き家問題⇒治安が悪くなる
・洪水時の要支援者等への対策は急務

構成団体 総代・町内会・公民館・共同募金会・地区民協・自治会・交通安全協会
自主防災組織連合会

主な取り組み 活動内容

福祉だよりの発行 年１回２月発行・大口共同募金の折込広告発行

サロン交流会の開催 毎年３月公民館の文化祭で作品の展示・演芸の発表・お茶の接待

講座の開催 年１回 一般地区住民対象（地域の仲間作りや福祉に関する勉強会）

地
区
の
状
況

■地区民協
民生委員
主任児童委員

名
名

■町内会・自治会・区長会等 団体
■高齢クラブ クラブ
■子ども会 団体

■まち協の設立 ― ■自主防災組織 組織

浮
う け

穴
な

地区
面 積： ²
人 口： 人（高齢化率 ％）
世帯数： 世帯

【地区の特色】
浮穴地区は、松山市の南部にあり東西約 、南北は広いところで と細長く、重信川

と内川にはさまれた地形である。地区には伏流水と呼ばれる地下水の流水があり、全国名水百選に
選ばれた杖ノ淵泉は親水公園として水辺に親しめるように整備され、年間を通して大勢の人々が訪
れている。

杖ノ渕公園

地区社協役員全員集合！
地区社協役員が定期的に集まり、疑問に思うことや地域に関する

話題などから課題を抽出し情報を共有している。その中から「地域
のみんなが参加できる支え合い」を模索しています。

浮穴地区社会福祉協議会

＜地区社協が目指すもの＞
各家庭での自立を願い、先ず家族の支え合いが優先、次に地域で支え合い、高齢化の実情に合わ

せ、みんなで見守り合い、人の気配を感じながら安心できる住処を維持させるために、会話を楽し
む機会をつくり、地域での交流を多くしていくことを目指します。

年齢階層別人口（人）

（歳）

本地区では高齢化が進み買い物困難者の増加も課題となっていますが、地域貢献活動に
携わる住民の意識が高くサロン活動を積極的に参加・運営しているほか、地区社協役員の定
期会ではより住みやすい地域づくりのための活発な意見交換が行われています。また、自主
的に重信川河川敷の清掃・花壇整備を行う人がいるなど、住民一人ひとりが主体的に取り組
むことで地域を支えています。この貴重な人的資源を大切にしながら、地区の特徴でもある
多くの行事に子どもや若い世代が参加しやすくなるように家族、近隣、地域の三層構造で支
え合う体制づくりが期待されています。



＜『地域カルテ』の見方＞

①地区の概要
・面積、人口、世帯数、高齢化率は松山市地区別推計人口、また、年齢階層別人口は松山市地
区別年齢別住民基本台帳登録の平成 年４月１日現在のデータを記載しています。

・地区の特徴は松山市公民館連絡協議会ホームページを参考にしています。

②地域住民からみた地域の状況
・研修会のワークショップや会議の意見として、地区社協関係者や民生委員・児童委員をはじ
めとする地域住民の方々から出された内容をまとめて記載しています。

③地区社協の概要と取り組み
・平成 年度現在の各地区社協の活動状況及び地区社協が目指すものを記載しています。

④地区内関係団体データ
■地区民協 平成 年４月１日現在の定数
■まち協の設立 平成 年 月１日現在の設置状況
■町内会等 平成 年度町内会等状況調査（基準日：平成 年 月１日）
■高齢クラブ 松山市高齢クラブ連合会登録数（平成 年 月 日現在）
■子ども会 平成 年度松山市子ども会連合会加入数
■自主防災組織 自主防災組織 地区別結成状況（平成 年 月 日現在）

⑤地域福祉推進のポイント
・聖カタリナ大学 教授 恒吉和徳氏をはじめとする学識経験者の皆様から地域福祉推進に向け
たコメントをいただいております。
《ご協力いただいた聖カタリナ大学の先生方》
教授 田中顕悟氏、准教授 村岡則子氏、准教授 釜野鉄平氏、助教 近藤益代氏
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④地区内関係団体データ

掲載情報は随時、追加・更新し、
各地区の地域福祉推進に

活用していきます！
『地域カルテ』とは
日常生活における不安や悩み、生活課題が複雑化する中、私たちが安心して暮らせるまちづくり

に取り組むためには、まずは自分たちが生活する地域を知ることが必要です。自分たちの地域が今
どのような状況にあるのか、いわゆる地域の健康状態の記録（カルテ）を作成することで、その時々
の自分たちの地域の強みや弱みを把握するとともに、地域の魅力や課題を共有することにより、住
民の地域福祉活動への参加意識の醸成と今後の活動の活性化につなげることが可能となります。今
後は小地域ごとに様々な視点から、より詳細な地域分析を行い、それらをもとに地域の特性に応じ
たまちづくりに取り組んでいくものです。
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【地域住民からみた地域の状況】
・ふれあいサロン小野（月～金の毎日型） ・公民館や小野支所などが社協に協力的
・サロン農園があり、近所の人が協力的 ・サロンに各団体が集まり人材確保が容易
・自然豊か ・包括支援センターによる出張相談
・小学校からそのままのメンバー（生徒）で中学校に上がる
・地域全体で子どもの見守り、健全育成 ・子どもの挨拶が立派
・犯罪が少ない ・災害が少ない ・地域の団結力 ・スポーツに熱心
・地域役員の連携が密

・サロン活動で若い人が少ない（協力会員も高齢化している）
・小野サロンの立地が地区の中心ではない ・小野サロンの施設の劣化
・道路、通学路が狭い ・高齢化率約 30% ・高齢者の交通不便
・企業が少ない ・飲食店が少ない ・農業に従事する人が少ない
・バスの廃線（小野谷） ・災害の不安（山地部）
・スポーツ施設が少ない
・行事のお世話人さんなど後継者不足

・高齢化率が年々高くなっている
・独居高齢者（特に男性高齢者）増加傾向
・若い人、男性の福祉に対する関心が薄い
・認知症の人が増えている ・自力で移動できない人の増加
・若い女性は勤めに出ているため活動に参加できない ・入院できる病院が少ない
・健康のため高齢者によるボランティア活動への参加促進
・避難準備情報が出ても行動しない人が多い ・コミュニティバスの配備希望

構成団体 地区民協・公民館・分館・ＰＴＡ・中学校・小学校・学識経験者
身体障がい者協会・平井商店会・社会福祉法人

主な取り組み 活動内容

福祉だよりの発行 年に２回 12,000 部を作成・全戸配布し、地域活動のＰＲや福祉に関
する情報を発信しています。

福祉のつどい
毎年４月に福祉施設と合同でミニ運動会を開催します。会場の小学校
の体育館には約 300人の地域住民(サロン参加者・幼稚園児)が集いま
す。

福祉講座の開催 年１回、高齢者の身体や認知症など、生活に関する身近なテーマでの
開催を目標として実施しています。

■地区民協
民生委員
主任児童委員

24名
2名

■町内会・自治会・区長会等 21団体
■高齢クラブ 5クラブ
■子ども会 15団体

■まち協の設立 ― ■自主防災組織 17組織

小野
お の

地区
面 積：26.5km²
人 口：17,498人（高齢化率 29.9％）
世帯数：7,801世帯

【地区の特色】
松山市の最東部に位置し、小野町、北梅本町、南梅本町、平井町、水泥町の５町から構成され、

伊予鉄道横河原線沿線という好条件と病院や商業施設が備わった地域でありながら都会らしくもな
く、そして程よい田園風景の残る地域で、近年急激に人口が増加している。
１公民館、１小学校、１中学校の地域性から住民同士の連帯感が強く、義理と人情がまだまだ残

っている地域である。

小野地区の全景

ふれあいサロン小野 （月～金の週５回）
平井商店街の一角に地区社協の拠点でもある毎日型のふれあいサ

ロン小野があります。常時、協力会員がおり、プロから講習を受け
たコーヒーの提供や月曜日限定の手作りカレーの販売などもあり、
地域住民が気軽に集える場となっています。介護予防体操や手芸、
囲碁や将棋も楽しめます。

小野地区社会福祉協議会 心響きあう♥与力の里

＜拠点＞ 松山市水泥町 972-1 TEL / FAX：089-976-1200

＜地区社協が目指すもの＞
小野地区では地域の住民が気軽に集える憩いの場を作ることを目的とし、平成 16 年に平井商店

街の空き店舗を活用して地区社協の事務所とサロンを開設、平日（月～金）週５日運営を行ってい
ます。
「心響きあう♥与力の里」を基本理念に、地域の各種団体や施設等と連携しながら、地域住民が安
心して住みよい、住んで良かったと感じる地域を目指し、今後の高齢社会に向け若い世代の活動拡
大を目指します。

0

1000

2000

3000

年齢階層別人口（人）

（歳）100-90-

99

80-

89

70-

79

60-

69

50-

59

40-

49

30-

39

20-

29

10-

19

0-

9

毎日型のふれあいサロンは全国的にも模範的なサロンとなっています。サロンにおいて
定期的な食事提供や参加者の趣味活動など多様な活動が継続しているのは、地区社協や協
力会員の連携や意欲の高さによるものです。毎月 1 回行われる管理運営委員会では地区社
協内の各部会の報告や情報共有、意見交換などが行われるなど、常に活動がブラッシュアッ
プされています。他機関の役員を兼ねる参加者も多いことから、この会が他団体との連携に
繋がるという特徴もあります。サロンをはじめ地域貢献活動は担い手の世代交代が全国的
な課題となっています。本地区のこれからの取り組みによって世代交代の新しいモデルが
つくられ、全国へ発信される日が来るかもしれません。


